
危険物取扱者免状について



危険物取扱者免状
• 種類 （甲種・乙種・丙種）危険物取扱者免状

• 甲種危険物取扱者免状

すべての危険物の取り扱いが可能であり、取扱作業
に関して立ち会うことができる。

• 乙種危険物取扱者免状

取得している類の危険物の取り扱いが可能であり、
その類の危険物の取扱作業に関して立ち会うことが
できる。

• 丙種危険物取扱者免状

ガソリン、灯油、軽油、第三石油類（重油、潤滑油及
び引火点１３０度以上のもの）、第四石油類、動植物
油類の取り扱いが可能であるが、立会いはできない。



危険物の保安に関する講習に係る事項
（施行日：平成24年4月1日）





H25.4.1





H25.4.1



移動タンク貯蔵所に備え付ける書類



• 完成検査済証

• 定期点検記録表

（保存期間：３年間、漏れの点検：１０年間）

• 譲渡又は引渡の届出書

• 品名、数量又は指定数量の倍数の変更の届
出書



定期点検



• 対象施設（地下タンク、移動タンク等）

• 点検時期（原則、１年に１回以上）

• 点検事項（位置・構造・設備）
• 点検者 （危険物取扱者等 ）
危険物取扱者の立会いがあれば危険物取扱者以
外の者も点検できる

• 点検記録（原則、３年間保存）

定期点検制度



点検の必要な施設

（令第7条の３、第８条の５）

･･･全ての施設ではない！

点検時期 年1回以上 規則第62条の4

点検者 （危険物取扱者等 ）規則第62条の6
危険物取扱者の立会いがあれば危険物取扱者
以外の者も点検できる

点検記録保存期間 原則、３年間

点検未実施→許可取り消し・使用停止

（法第12条の２第１項第５号）

市長村長等への報告義務はなし

定期点検は必要ないが、自主の点検等を行い施設

管理に努める必要はある。

定期点検 法14条の３の２



• 屋外タンク貯蔵所（1,000kｌ以上）の内
部点検 13年毎

• 地下貯蔵タンク及び地下埋設配管

点検時期 原則として毎年１回

•移動貯蔵タンク（漏れの点検）

点検時期 ５年毎

• 屋外タンク貯蔵所の泡消火設備

点検時期 毎年１回

定期点検 規則62条の4～5の5



指定数量の10倍以上の製造所
指定数量の150倍以上の屋内貯蔵所
指定数量が200倍以上の屋外タンク貯蔵所
指定数量が100倍以上の屋外貯蔵所
指定数量の10倍以上の⼀般取扱所
移送取扱所
地下タンク貯蔵所
移動タンク貯蔵所

地下タンクを有する給油取扱所
地下タンクを有する⼀般取扱所

定期点検を必要とする事業所（令第７条の３、第８条の

５）



危険物取扱者

点検年月日
保存年月日





移動タンク貯蔵所における
取扱いの基準



• 移動貯蔵タンクから危険物をタンクに注入す
るときは、注入ホースを緊結すること

• 移動貯蔵タンクから危険物を容器に詰め替え
ないこと

但し、ピストルノズル付き（開放固定装置付
きは除く。）の注入ﾎｰｽで引火点４０度以上の
第４類の危険物を下記に注入する場合はＯＫ

タンク：指定数量未満のもの

容器：運搬容器



• 静電気による災害が発生するおそれのある
液体の危険物を移動貯蔵タンクに入れ、又は
出すときは接地をすること。

• 静電気による災害が発生するおそれのある
液体の危険物を移動貯蔵タンクにその上部
から注入するときは、注入管を用い、先端を
タンク底部につけること。

ガソリン、ベンゼン、特殊引火物、第一石油
類、第二石油類等



• 移動貯蔵タンクから引火点４０度未満の危険
物を別のタンクに荷降ろしする場合は移動貯
蔵タンクの原動機（エンジン）を停止すること。

低引火点の危険物を荷降ろしする場合、自然流下
又は施設のﾎﾟﾝﾌﾟ設備を使用し荷降ろしすること。



• ガソリンを入れていた移動貯蔵タンクに灯油
又は軽油を注入する場合、又は灯油又は軽
油を入れていた移動貯蔵タンクにガソリンを
注入する場合は、静電気の発生を防止する
措置を講ずること。

注入管の先端を超えるか、底弁の上端を超えるま
では、注入流速を毎秒１メートル以下とすること。



運搬の基準



• 危険物を収納する運搬容器の外部には危険
物の品名、数量等を標示すること。

• 容器が転落、落下、転倒、破損しないよう積
載すること。

• 容器の口を上方に向けて積載すること。

• 積み重ねて積載する場合は、積重ね高さは３
メートル以下とすること。



• 類を異にするその他の危険物又は災害を発
生させるおそれのある物品と混載しない。

第１類 第２類 第３類 第４類 第５類 第６類

第１類 × × × × ○

第２類 × × ○ ○ ×

第３類 × × ○ × ×

第４類 × ○ ○ ○ ×

第５類 × ○ × ○ ×

第６類 ○ × × × ×



• 運搬容器が著しく摩擦又は動揺しないよう
に運搬すること。

• 指定数量以上の危険物を車両で運搬する
場合は標識を掲げること。

• 指定数量以上の危険物を車両で運搬する
場合は積載する危険物に対応する消火設
備（消火器）を備えること。

• 危険物の漏れ等の災害が発生するおそれ
のある場合は、応急措置を講ずるとともに
消防機関等に通報すること。



平成２３年度移動タンク貯蔵所等
立入検査結果について
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